
広報みほ　令和５年２月号5

・美浦村や霞ケ浦の魅力を「体感できる」「楽しんでいただける」
「懐かしんでいただける」商品
・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品
・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用

しているもののいずれかに該当する商品
・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品
・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限

定・数量限定で供給可能なものは可）
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・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品
・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用

しているもののいずれかに該当する商品
・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品
・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限

定・数量限定で供給可能なものは可）

◎ 募集する返礼品◎ 募集する返礼品・・・次のいずれかの要件を満たす商品・・・次のいずれかの要件を満たす商品

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。美
浦村が寄附者にお贈りする返礼品は、全国の皆さまか
ら大変ご好評をいただいております。
　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随
時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする
とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする
絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。美
浦村が寄附者にお贈りする返礼品は、全国の皆さまか
ら大変ご好評をいただいております。
　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随
時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする
とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする
絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。

美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０７■問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０７
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▼これまでの寄附状況（令和４年１２月末現在）
年　度 件　数

令和４年度 １，５６０件 ３，４５２万０千円

平成３０年度 ２，３７６万６千円

令和２年度 ２，１６１件

１，５３４件
令和元年度 ４，１０１万８千円２，０５６件

３，９６３万０千円
令和３年度 １，６０５件 ３，３９３万７千円

金　額


